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様式２ 

令和 8年度 学校いじめ防止基本方針 

 

 

学 校 名 福岡県立筑紫高等学校 

課程又は教育部門 全日制 

 

１ いじめ防止等のための職員研修 

・全ての教職員の共通認識を図るため、４月に職員研修を行う。また、学期終了後に、

いじめを始めとする生徒指導上の諸問題に関する校内研修を行う。 

 ・教職員の異動等によって、教職員間の共通理解が形骸化してしまわないようにするた

めにも、年間計画に位置づけた職員研修を実施し、スクールカウンセラーやスクール

ソーシャルワーカーとの連携を図る。   

 ・いじめの早期発見・いじめへの対処に関する取組方法を徹底するため、チェックリス 

   トを作成・共有して、全職員で実施する。 

 ・発達障がいや性同一性障がい等、きめ細かな対応が必要な生徒について、教職員等へ

正しい理解の促進を図る。 

 

２ 各取組のＰＤＣＡサイクルについて 

未然防止の取組を積極的に進めるために、生徒の表には現れにくい課題を発見する試   

みと、そこで明らかになった課題を解決していくための計画的な取組を行う。例えば、

下記のような手順に沿って取組を進めていく。 

① 生徒の現状を質問紙調査や欠席・遅刻・早退の日数等（客観的に測定でき、繰り返し

実施可能かつ比較可能な尺度）で把握し、課題を発見する。 

② その課題（問題となる状況）をどう変えたいかという目標（学期の終了時・半年後・

１年後までに実現したい状況）を設定する。 

③ その目標を達成するための具体的な取組について、計画（本校の教育課程に位置づけ

た実施計画）を策定する。 

④ 実施計画に沿って、一連の取組を着実に実施する。 

⑤ 一定期間終了後に、目標の達成状況を点検、評価（上記の｢①｣で用いた尺度によって

変化を確認）し、上記「①～④」の課題発見・目標設定・取組実施のそれぞれについ

て適否を検証する。 

⑥ 検証の結果から導かれた新たな課題を上記の「①」として再び「②～⑤」を実施する。 
 
 

 

 

 
５８ 

学校番号 



 2 

３ いじめの防止等の対策のための組織 

組織の構成員等 

組織の名称 
（22条）いじめ問題対策委員会 

（28条）いじめ問題対策委員会 

組 

織 

の 

構 

成 

員 

教 職 員 

職 名 等 校内での役職名 氏  名 

校長  高橋 洋一 

副校長  富重 英明 

教頭  安達 昌代 

主幹教諭 生徒部長 水上 徹 

主幹教諭 進路部長 折田 隆志 

主幹教諭 教務部長 池谷 康佑 

教諭 保健課長 脇山 昂一郎 

教諭 生徒課長 笠井 克敏 

教諭 １学年主任 青柳 源蔵 

教諭 ２学年主任 笠原 竜一 

教諭 ３学年主任 長木 裕 

養護教諭     大久保 瑶子 

養護教諭     成澤 友佳里 

その他関係者 

（専門家等） 

スクールカウンセラー  川田 遥 

スクールソーシャルワー

カー 
 安田 征司 

筑紫女学園大学  大西 良 

第 三 者 

（第 28条） 

重大事態発生後に、当該事案の関係者と直接の人間関係又は特別の利害関

係を有しない者を加える 

 


